
（
五
丁
オ
）

元
治
甲
子
元
年
正
月
十
一
、
十
二
、
十
三
、
十
四
之
四
日
二
御
供
出
立

し
、
後
西
下
大
手
両
局
同
役
四
人
詰
番
相
勤
候
事
、
但
西
下
高
島
、
戸

塚
、
大
手
吉
田
、
手
塚

一
、
四
月
十
四
日
小
川
町
屯
所
御
頭
河
野
伊
予
守
殿
（
１
）
、
頭
並
横
田
五

郎
三
郎
殿
（
２
）
日
光
山
御
警
衛
被
仰
付
、
十
小
隊
出
立
二
付
、
附
添
医

師
宮
内
陶
亭
、
芥
木
元
春
、
中
村
謙
造
三
人
被
申
付
、
御
手
当
日
渡
金

百
疋
シ
シ
、
五
月
二
○
日
半
減
帰
局
ニ
相
成
、
芽
木
元
春
帰
府
、
中
村

謙
造
先
以
帰
府
之
事
、
但
し
前
夜
御
用
有
之
候
二
付
可
罷
出
旨
河
野
伊

予
守
殿
よ
り
達
し
有
之
罷
越
候
処
、
三
人
附
属
被
仰
付
候
旨
可
申
付
旨

御
言
付
を
以
達
し
即
申
渡

五
月
十
九
日
三
番
町
詰
津
田
為
春
義
、
御
持
小
筒
組
上
京
被
仰
付
候
二

付
為
附
属
被
差
遣
候
旨
、
河
内
守
殿
（
３
）
被
仰
渡
候
旨
御
持
小
筒
頭
松

平
左
門
殿
（
４
）
申
渡
、
但
シ
御
用
有
之
候
二
付
可
罷
出
旨
、
小
筒
組
調

役
よ
り
申
来
リ
候
二
付
即
出
席
以
御
書
付
当
人
江
可
申
付
旨
被
申
渡
、

即
当
人
江
相
達
し
候
事

五
月
二
一
日
朝
五
ッ
時
御
浜
御
供
揃
に
て
還
御
被
為
成
候
事
（
五
丁
ウ
）

一
、
陸
軍
局
之
義
は
非
常
御
備
之
御
場
所
二
付
、
出
張
之
節
差
添
医
師

手
塚
良
斎
「
医
学
所
御
用
留
」
（
二
）

深
瀬
泰
旦

（
マ
マ
）

之
義
乗
馬
に
て
差
添
仕
度
、
且
平
常
為
乗
馴
乗
馬
仕
段
以
書
面
伺
差

出
し
候
処
、
御
下
札
を
以
乗
馬
不
苦
候
旨
被
仰
渡
五
月
上
旬
之
事
也

五
月
二
九
日
当
春
上
京
之
西
丸
下
病
兵
七
拾
八
人
、
曲
直
瀬
正
迪
付
添

昼
九
シ
半
時
西
丸
下
江
着
、
其
節
出
張
い
た
し
候
事

一
、
六
月
二
日
昼
九
ッ
時
前
、
大
手
前
病
兵
六
十
人
余
、
笠
原
祐
民
、

美
濃
部
浩
庵
付
添
帰
局
、
其
節
出
張
夫
々
差
図
い
た
し
候
事

六
月
二
日
久
世
右
馬
吉
殿
（
５
）
、
北
条
新
太
郎
殿
（
６
）
御
用
談
有
之
候
二

付
、
三
番
町
屯
所
江
可
罷
出
旨
調
役
よ
り
通
達
有
之
罷
出
候
処
、
今
般

上
京
之
医
師
下
撰
内
談
有
之
、
即
刻
内
意
之
御
書
付
頭
衆
よ
り
通
達
有

之
（
六
丁
オ
）

一
、
六
月
五
日
左
之
通
り
御
用
番
よ
り
被
仰
渡

小
泉
章
泉

田
村
長
叔

杉
田
杏
斎

伊
東
玄
民

右
者
此
度
一
橋
殿
（
７
）
為
附
添
歩
兵
組
上
京
被
仰
付
候
二
付

附
属
被
差
遣
候
旨
、
尤
六
ケ
月
交
代
之
積
可
被
心
得
段
、
井

上
河
内
守
殿
被
仰
渡
依
之
申
渡

子
六
月

右
之
通
吉
田
策
庵
老
よ
り
文
通
を
以
通
達
有
之
（
六
丁
ウ
）

一
、
六
月
十
日
西
下
一
大
隊
小
出
播
磨
守
、
城
織
部
殿
帰
府
被
相
成
、

奥
山
元
省
附
添
帰
府
、
同
十
五
日
野
州
表
浮
浪
之
徒
乱
暴
（
８
）
二
付
為

追
討
、
三
番
町
兵
賦
繰
出
し
被
仰
付
、
北
条
新
太
郎
殿
頭
と
し
て
一
大

（
マ
マ
）

隊
出
張
之
旨
小
島
章
泉
、
杉
田
杏
斎
、
伊
東
民
右
附
属
被
申
付
旨
、
吉
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田
策
庵
老
よ
り
通
達
有
之
候
事

一
、
同
十
五
日
大
手
前
二
大
隊
御
奉
行
溝
口
伊
勢
守
殿
始
不
残
帰
府
二

相
成
候
事
、
尤
越
山
友
仙
、
安
井
元
達
附
属
帰
着
之
事

一
、
同
十
七
日
暁
八
シ
半
時
、
三
番
町
よ
り
野
州
表
江
出
張
相
成
候
事
、

大
砲
方
小
筒
方
二
小
隊
同
行
之
事

（
マ
マ
）

一
、
同
二
十
二
日
西
下
よ
り
城
織
部
よ
り
頭
並
一
大
隊
野
州
表
後
陣
出

張
被
仰
付
候
事
、
尤
正
迪
、
玄
洋
、
礼
庵
附
属
被
申
付
候
、
当
日
藤
沢

志
摩
守
殿
歩
兵
奉
行
並
被
仰
付
、
野
州
表
江
出
張
被
仰
付
候
事

六
月
二
八
口
駒
井
山
城
守
殿
（
９
）
歩
兵
頭
被
仰
付
候
事
（
七
丁
オ
）

一
、
七
月
十
四
日
日
光
山
御
警
備
被
差
遣
候
歩
兵
組
帰
府
、
差
添
宮
内

陶
亭
帰
府
い
た
し
候
事

陸
軍
局
忌
服
之
略
日
限

小
川
町
屯
所
調
役
に
て
写
之

一
五
十
日
は
三
十
五
日
一
三
十
日
は
十
一
日

一
二
十
日
は
七
Ⅲ
一
十
日
は
四
日

一
五
日
は
二
日
一
三
日
は
一
日

一
産
褥
七
日
ハ
三
日

右
者
御
場
所
限
り
御
免
被
相
成
候
事
、
御
殿
出
仕
之
面
々
ハ
本

式
之
通
り
相
心
得
可
申
候
事

一
、
当
子
七
月
よ
り
取
締
月
番
両
科
相
立
置
候
事
、
七
月
ハ
高
嶋
祐
啓
、

（
マ
マ
）

戸
塚
静
相
勤
候
事
（
七
丁
ウ
）

一
、
七
月
中
旬
迄
駒
井
山
城
守
殿
大
目
付
に
転
役
被
致
候
事

一
、
七
月
二
十
二
日
野
州
一
件
二
付
藤
沢
志
摩
守
殿
云
々
有
之
御
役
御

免

（
マ
マ
）

一
、
七
月
二
十
三
日
黒
川
近
江
守
殿
（
Ｕ
歩
兵
奉
行
、
成
瀬
五
郎
殿

（
Ⅲ
）
歩
兵
頭
被
仰
付

一
、
同
二
十
三
日
大
手
前
一
大
隊
平
岡
四
郎
兵
衛
殿
、
頭
と
し
て
出
張

被
仰
付

右
附
属
越
山
友
仙
、
安
井
元
達
、
遠
田
昌
庵
、
三
人
内
定
被
申
渡
但

シ
ニ
十
四
日
也

一
、
二
十
三
日
御
産
一
統
之
義
ニ
付
建
白
書
差
出
し
候
事

一
、
七
月
二
十
五
日
呉
黄
石
義
野
州
表
江
被
差
遣
候
旨
、
西
丸
下
二
於

て
小
出
播
磨
守
殿
被
申
渡
、
早
速
同
人
江
通
達
二
及
候
事

（
マ
マ
）

一
、
八
月
晦
日
医
学
所
江
法
印
頭
取
Ｅ
）
よ
り
相
触
申
上
之
書
面
差
出

し
候
事

八
月
二
十
一
日
小
川
町
兵
士
五
百
人
、
河
野
伊
予
守
殿
、
岡
田
左
一
郎

殿
Ｅ
）
引
率
常
州
に
出
張
医
師
竜
雲
、
陶
亭
、
元
春
、
謙
二
（
八
丁
オ
）

一
、
九
月
冨
永
雄
之
助
本
頭
被
仰
付
相
模
守
殿
二
転
任
、
三
宅
大
学
殿

３
頭
並
被
仰
付
候
事

（
マ
マ
）

一
、
九
月
二
十
二
日
大
熊
良
達
、
田
長
純
而
）
之
両
人
、
歩
兵
屯
所
出

役
被
仰
付
候

一
、
十
月
五
日
小
出
播
磨
守
殿
義
歩
兵
奉
行
並
被
仰
付

一
、
十
月
西
屯
所
病
兵
同
役
四
人
立
会
数
員
調
一
日
シ
シ
い
た
し
候
取

極
い
た
し
、
頭
衆
江
申
達
廻
文
差
出
し
候
事
、
但
シ
毎
月
西
下
屯
所
七

日
、
大
手
前
十
二
日
、
番
町
小
川
町
二
十
七
日
、
如
之
相
定
候
事
、
病

兵
服
数
帳
江
同
役
之
小
印
を
調
候
事

十
月
七
日
野
州
於
陣
中
、
北
条
新
太
郎
御
免
蟄
居
、
家
督
讓
被
仰
付
段

被
仰
渡
、
頭
衆
香
山
栄
左
衛
門
（
哩
小
普
請
被
仰
付
候
事
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同
十
一
日
朝
比
奈
伊
賀
守
殿
（
Ｕ
長
崎
奉
行
転
役
被
相
成
候
事（

八
丁
ウ
）

同
十
二
日
下
曽
根
甲
斐
守
殿
角
）
奉
行
御
免
、
講
武
所
師
範
役
被
仰
付

候
事

（
マ
マ
）

一
、
十
一
月
二
十
一
日
京
都
詰
生
野
松
庵
、
彼
地
病
兵
二
十
九
人
付
添

と
し
て
立
帰
り
帰
府
い
た
し
候
事

一
、
十
一
月
朔
日
久
世
右
馬
吉
殿
本
頭
被
仰
付
、
大
手
前
頭
取
井
上
敬

次
郎
殿
面
）
頭
並
被
仰
付
候
事

一
、
十
一
月
八
日
小
川
町
兵
賦
河
野
予
州
殿
引
率
常
州
よ
り
帰
府
、
中

村
謙
造
、
宮
内
陶
亭
ハ
三
日
病
兵
附
添
先
達
て
帰
府
、
八
日
伊
東
竜
雲
、

芥
木
元
春
之
両
人
附
添
帰
府
と
相
成

一
、
同
七
日
呉
黄
石
西
丸
下
病
兵
附
添
帰
府
に
相
成
候
事

同
月
九
日
大
手
前
一
大
隊
平
岡
四
郎
兵
衛
殿
引
率
帰
府
ニ
相
成
候
、
越

山
友
仙
、
美
濃
部
浩
庵
、
遠
田
昌
庵
附
添
罷
帰
リ
候
事
（
九
丁
オ
）

一
、
同
月
八
日
日
光
山
御
警
護
と
し
て
一
大
隊
出
立
被
相
成
、
大
手
前

兵
賦
冨
永
相
模
守
殿
引
率
出
立
、
笠
原
祐
民
、
安
井
元
達
、
大
熊
良
達

附
属
之
事

（
マ
マ
）

一
、
十
一
月
十
三
日
三
番
町
一
大
隊
仲
山
道
道
筋
江
出
張
、
頭
並
井
上

（
マ
マ
）

敬
二
郎
殿
引
率
、
医
師
小
宮
山
岱
玄
、
津
田
為
春
、
坂
立
俊
差
添
出
張

之
事

（
マ
マ
）

一
、
同
月
二
十
三
日
小
川
町
半
大
隊
頭
取
秋
山
誠
太
郎
殿
兵
士
引
率
、

伊
東
竜
雲
、
中
村
謙
造
附
属
出
張
之
事

一
、
吉
田
長
純
御
持
小
筒
組
附
添
被
仰
付
同
日
出
立
之
事
、
御
手
当
銀

七
十
枚
野
扶
持
十
四
人
ふ
ち
、
御
薬
価
前
借
金
十
両
拝
借
之
事

一
、
木
村
養
順
大
筒
方
附
添
被
仰
付
御
手
当
同
断
之
事
（
九
丁
ウ
）

同
二
十
三
日
大
手
前
一
大
隊
平
岡
四
郎
兵
衛
殿
頭
と
し
て
長
州
辺
出

張
、
附
添
医
師
為
取
締
戸
塚
静
甫
被
仰
付
、
別
段
御
手
当
と
し
て
金
拾

両
頂
戴
、
外
二
越
山
友
仙
、
奥
山
元
省
被
仰
付
候
事
、
御
手
当
、
呉
黄

石
不
快
二
付
再
度
水
戸
表
江
出
張
之
所
、
途
中
よ
り
引
戻
し
被
相
成
候

事一
、
十
二
月
三
日
大
手
前
屯
所
一
大
隊
冨
永
相
模
守
殿
始
帰
府
相
成
候

事同
月
十
三
日
冨
永
相
模
守
殿
一
大
隊
引
率
長
州
辺
江
出
張
被
相
成
候

付
、
右
附
属
と
し
て
笠
原
祐
民
、
安
井
元
達
、
大
熊
良
達
被
仰
付
候
事

一
、
十
一
月
二
十
二
日
よ
り
西
下
屯
所
詰
医
師
切
置
二
付
、
吉
田
高
斎

と
三
人
詰
番
投
剤
い
た
し
候
事

十
二
月
十
三
日
小
川
町
甲
州
よ
り
帰
府
相
成
候
事
（
一
○
丁
オ
）

奉
伺
候
口
上
覚

騎
兵
所
御
雇
医
師
牧
野
河
内
守
罰
）
家
来
伊
東
朴
斎
義
、
去
月
騎

兵
所
井
大
砲
方
附
属
長
州
辺
江
出
張
可
被
仰
付
筈
之
処
、
同
人
不

快
引
籠
罷
在
、
右
代
り
歩
兵
所
出
役
木
村
養
順
被
仰
付
出
張
仕
候

処
、
伊
東
朴
斎
当
節
不
快
快
方
二
相
趣
、
就
て
は
騎
兵
大
砲
両
局

共
当
節
為
差
御
用
義
無
之
、
歩
兵
所
御
人
少
之
折
柄
、
同
場
所
同

様
之
義
二
付
当
分
之
内
歩
兵
所
江
出
勤
仕
度
段
再
三
申
出
候
、
当

節
四
局
共
御
人
少
之
折
柄
二
付
、
朴
斎
願
之
通
り
当
分
助
被
仰
置

候
様
仕
度
、
奉
伺
上
候
以
上

子
十
二
月
十
一
日
手
塚
良
斎

冨
永
相
模
守
様
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右
之
通
り
河
内
伊
予
守
殿
申
渡
小
石
川
屯
所
江
助
番
申
渡

口
上
覚
（
一
○
丁
ウ
）

一
、
藺
科
御
雇
医
師
呉
黄
石
義
再
度
野
州
表
江
出
張
御
用
被
仰
付

候
処
、
途
中
よ
り
不
快
押
て
も
相
勤
兼
候
二
付
、
右
之
趣
御
用
先

江
御
届
差
出
し
引
戻
帰
宅
療
治
罷
在
候
処
、
当
節
快
方
之
趣
出
勤

仕
度
段
申
出
候
、
当
節
御
人
少
之
折
柄
ニ
テ
有
之
早
速
出
勤
為
致

度
此
如
奉
伺
候
以
上

子
十
二
月
十
一
日
手
塚
良
斎

冨
永
相
模
守
様

御
附
札
を
以
左
之
通
り
被
仰
渡

可
為
伺
之
通
候
但
シ
十
二
月
十
二
日
（
一
○
丁
挿
入
）

一
、
遠
田
昌
庵
義
野
州
御
用
帰
府
早
々
不
快
に
て
療
養
罷
在
候
処
、
大

病
二
至
り
依
之
子
十
二
月
二
十
八
日
神
文
状
罰
）
為
認
河
野
伊
予
守
殿

名
当
に
て
小
川
町
局
頭
並
江
差
出
し
候
事

一
、
陸
軍
所
江
毛
利
大
禄
（
翌
家
来
病
気
之

（
マ
マ
）

者
有
之
候
二
付
、
宮
内
陶
事
、
柴
田
文
庵
見
廻
り
申
旨
御
沙
汰
之
趣
、

頭
衆
書
付
ヲ
以
申
渡
置
候

糊
メ
堅
紙
二
認
メ
結
状
之
事

神
文
状
之
写
（
二
丁
オ
）

一
筆
啓
上
仕
候
然
者
私
義
此
間
中
よ
り
…
…
…
症
に
て
相
勝
不

申
、
昨
今
別
て
不
出
来
二
有
之
押
て
も
出
勤
仕
り
兼
候
、
此
如
日

本
神
偽
｝
一
無
御
座
依
之
御
断
申
上
候
恐
慢
謹
言

月
日
名
ノ
リ
耆
判

結
状
之
事

小
播
磨
守
様
勇
）
名
ノ
リ

裏
二
名
前
（
二
丁
ウ
）

一
、
十
二
月
十
三
日
甲
州
出
張
之
小
川
町
兵
賦
帰
府
、
伊
東
竜
雲
、
中

村
謙
造
帰
府
之
事

（
マ
マ
）

一
、
十
二
月
十
二
日
調
役
組
頭
被
仰
付
小
石
川
坂
清
水
熊
之
助
、
表

神
保
小
路
松
本
直
一
郎
、
調
役
組
頭
勤
方
四
谷
仲
町
藤
田
弥
助
、
下
谷

広
徳
寺
前
森
新
十
郎
被
仰
付
候
事

（
マ
マ
）

一
、
同
日
戸
田
五
殿
飼
）
西
丸
頭
取
被
仰
付
候
事

一
、
竹
中
遠
江
守
殿
弱
）
陸
軍
奉
行
之
事
高
五
千
石
宿
所
芝
二
本
榎

久
世
右
馬
吉
殿
下
野
守
を
任
官
、
戸
田
五
助
殿
肥
後
守
を
任
官
候
事

《
圧

（
１
）
河
野
伊
予
守
通
伽
は
文
久
三
年
一
二
月
二
五
日
に
歩
兵
頭
に
、
元
治

元
年
四
月
六
日
に
歩
兵
奉
行
に
昇
進
し
た
。

（
２
）
横
田
五
郎
三
郎
は
伊
豆
守
、
文
久
二
年
二
月
二
八
日
に
歩
兵
頭
並

に
、
慶
応
三
年
一
二
月
に
逢
坂
に
お
い
て
歩
兵
奉
行
並
に
昇
進
し

た
。

（
３
）
河
内
守
は
遠
江
浜
松
藩
主
御
用
番
井
上
河
内
守
正
直
（
一
八
三
七
‐

一
九
○
四
）
。

（
４
）
松
平
左
門
は
巨
摩
助
、
元
治
元
年
二
月
朔
日
に
御
持
小
筒
組
頭
に

就
任
し
た
。

（
５
）
久
世
右
馬
吉
広
道
は
下
野
守
、
文
久
三
年
四
月
一
四
日
に
御
使
番
か

ら
歩
兵
頭
並
に
、
元
治
元
年
一
一
月
一
日
に
歩
兵
頭
に
、
慶
応
二
年

二
月
一
五
日
に
歩
兵
奉
行
並
に
昇
進
し
た
。

（
６
）
北
条
新
太
郎
は
文
久
三
年
二
月
二
八
日
に
歩
兵
指
図
役
頭
取
か
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ら
歩
兵
頭
並
に
昇
進
し
た
。

（
７
）
一
橋
は
の
ち
の
一
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
の
こ
と
。

（
８
）
野
州
表
浮
浪
之
徒
乱
暴
と
は
、
元
治
元
年
に
お
こ
っ
た
水
戸
藩
尊
王

穰
夷
派
に
よ
る
争
乱
で
、
「
天
狗
党
の
乱
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。

（
９
）
駒
井
山
城
守
朝
温
は
元
治
元
年
六
月
二
九
日
に
歩
兵
頭
に
、
大
目
付

（
元
治
元
年
七
月
二
一
日
）
、
勘
定
奉
行
（
元
治
元
年
八
月
二
日
）

を
へ
て
慶
応
元
年
五
月
二
日
に
歩
兵
奉
行
に
就
任
し
た
。

（
Ⅲ
）
黒
川
近
江
守
盛
泰
は
元
治
元
年
七
月
二
三
日
に
講
武
所
奉
行
並
の

ま
ま
歩
兵
奉
行
を
兼
任
し
た
。

（
Ⅱ
）
成
瀬
弥
五
郎
は
対
馬
守
、
元
治
元
年
七
月
二
三
日
に
小
十
人
頭
か
ら

歩
兵
頭
に
就
任
し
た
。

（
皿
）
法
印
頭
取
と
は
、
緒
方
洪
庵
の
死
後
に
医
学
所
頭
取
に
就
任
し
た
松

本
良
順
で
あ
る
。

（
過
）
岡
田
左
一
郎
は
文
久
三
年
二
月
二
八
日
に
歩
兵
指
図
役
頭
取
か

ら
歩
兵
頭
並
に
、
慶
応
三
年
七
月
一
六
日
に
歩
兵
頭
に
昇
進
し
た
。

（
Ｍ
）
三
宅
大
学
は
『
陸
軍
歴
史
」
（
勝
海
舟
）
に
よ
る
と
、
元
治
元
年
五
月

一
○
日
に
歩
兵
指
図
役
頭
取
か
ら
歩
兵
頭
並
に
昇
進
し
た
、
と
あ

（
略
）
香
山
栄
左
衛
門
は
不
明
。

（
Ⅳ
）
朝
比
奈
伊
賀
守
昌
広
は
こ
の
日
か
ら
長
崎
奉
行
に
就
任
し
、
慶
応
二

年
六
月
一
五
日
ま
で
そ
の
職
に
あ
っ
た
。

（
肥
）
下
曽
根
甲
斐
守
信
之
は
文
久
三
年
六
月
二
二
日
か
ら
歩
兵
奉
行
の

任
に
あ
っ
た
。

（
喝
）
田
長
純
は
吉
田
長
純
で
あ
る
。
二
月
二
三
日
の
記
事
を
参
照
の
こ

シ
」
０

る－
0戸、

（
四
）
井
上
啓
次
郎
は
元
治
元
年
二
月
一
日
に
歩
兵
指
図
役
頭
取
か
ら

歩
兵
頭
並
に
昇
進
し
た
。

（
鋤
）
牧
野
河
内
守
は
不
明
。

（
皿
）
起
請
文
の
う
ち
、
誓
う
べ
き
事
柄
を
か
い
た
前
半
の
部
分
を
前
書
と

い
い
、
神
仏
を
勧
請
し
て
そ
の
名
を
あ
げ
て
い
る
後
半
部
分
を
神
文

と
い
う
。
違
背
し
た
場
合
は
神
仏
の
罰
を
う
け
る
こ
と
を
誓
約
し
た

の
が
起
請
文
で
あ
る
。

（
理
）
毛
利
大
橡
は
長
州
藩
主
毛
利
敬
親
（
一
八
一
九
’
一
八
七
二
。

（
調
）
小
播
磨
守
は
小
出
播
磨
守
で
あ
る
。
文
久
三
年
の
注
（
２
）
を
参

照
の
こ
と
。

“
３

（
型
）
戸
田
五
は
戸
田
五
助
の
こ
と
・
元
治
元
年
一
二
月
一
五
日
に
目
付
力

ら
歩
兵
頭
に
昇
進
し
た
。

（
お
）
竹
中
遠
江
守
菫
固
は
元
治
元
年
一
○
月
二
日
に
大
御
番
頭
か
ら

陸
軍
奉
行
に
就
任
し
、
慶
応
二
年
一
○
月
八
日
辞
任
の
の
ち
、
慶
応

三
年
一
○
月
二
六
日
に
ふ
た
た
び
陸
軍
奉
行
に
就
任
し
て
幕
府
最

後
の
陸
軍
奉
行
と
な
っ
た
。（

順
天
堂
大
学
医
学
部
医
史
学
研
究
室
）
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